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時間は 8 時間以上」 を削除） などの改善を行った結果、学級委員長へのアンケート では「 改

善できた」 と いう 回答が多く あり まし た。

　 学校・ 家庭・ 地域の連携促進と し て、 地域の協力のも と 学校の教育活動を支援する「 学

校支援地域本部」 を全中学校区に設置すると と も に、 安全対策・ 教育支援・ ブッ ク ヘルパ

ーなどのスク ールヘルパー活動が活発に行われ、 多く の市民が学校の教育活動をサポート

し まし た。  （ 図表 12）

◆現状と 今後の課題

　 子ども や家庭を取り 巻く 環境が複雑化し 、 家庭教育学級の参加者数は減少傾向にあると

と も に、 家庭教育に関心のある保護者と そう でない保護者の二極化傾向にあるため、 関心

のない保護者に対する情報提供や家庭教育学級の実施方法の改善、 参加するきっ かけづく

り が求められています。（ 図表 13）

　 家庭教育学級の支援方法については、 見直し 効果を引き続き検証し ていく こと が求めら

れます。

　 学校支援地域本部事業・ スク ールヘルパー事業、 経済界と の連携による学校支援事業な

ど、 地域が学校を支援する仕組みや体制構築が図ら れており 、 今後はさ らに、 地域と の連

携・ 協働を進める取り 組みを検討するこ と が求めら れます。
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　 各種統計からみた本市の状況や社会的背景、 生涯学習に関する市民意識の現状、 本市にお

ける生涯学習の取り 組み状況をも と にし た生涯学習推進計画（ 平成 28 年度～令和 2 年度）

の検証から 、 以下の課題が明ら かになり まし た。

　

（ １ ） 様々な学習機会の提供と 参加のきっ かけづく り が必要

　 本市における「 生涯学習意識調査」 の結果では、 生涯学習に関する情報を「 得ていな

い人」 の割合は約 4 割と なっ ています。 また、 こ の 1 年間に学習活動を「 し ていない人」

は 3 割と なっ ており 、 その理由と し て、「 学習活動を始めるきっ かけがない」 が 3 割を超

えています。 こ のこ と を踏まえると 、 生涯学習を推進し ていく には、 様々な学習機会の提

供に加え、 参加のきっかけづく り に取り 組むこ と が必要です。

　 また、 いつでも・ どこでも学べる環境の重要性が令和 2 年の国内における新型コ ロナウ

イルス感染症拡大で浮き彫り と なり まし た。 そのため、 オンラ インの活用などによる学習

機会の提供が求めら れます。

【 具体的な課題】

〇年代に応じ た情報提供への対応

　 情報通信技術は目まぐるし く 進化し ており 、 日常生活にも大きな影響をも たら し てい

ます。

　 また、 本市のインタ ーネッ ト 利用率は、 年代別では、 70 歳以上の世代を除いて全て

の世代が増加し ている状況です。

　 この状況を踏まえ、 生涯学習においても 、 インタ ーネッ ト を活用し た「 学び」 と 「 活

動」 の場の情報提供が必要であると と もに、 インタ ーネッ ト を利用し ていない世代にも

情報が得られるよう 年代に応じ た情報提供が必要です。

〇人生 100 年時代を見据えた学習機会

　 人生 100 年時代を見据えたラ イフ サイク ルの中では、 それぞれのラ イ フ ステージに

応じ た知識や技能を身に付けるこ と が大事です。 そのためには、 生涯を通し て知識と 時

代の変化に応じ たスキルを獲得できるよう 、「 いつでも 、どこ でも 、何度でも学べる環境」

をつく ること が必要です。

〇社会の中で孤立し がちな人々への学習機会

　 年齢・ 性別・ 障害の有無・ 国籍・ 所得等にかかわら ず、 さ ら に、 孤立し がちな人や生

きづら さ を抱えた人も 含め、全ての人が共に認め合う こと ができる学習機会が必要です。

〇多様な主体が連携・ 協働し た学習機会の提供

　 より 多く の市民が生涯学習に参加するには、 市民のニーズを汲み取り 、 様々な学習を

 ８ . 生涯学習推進計画（ 平成 28 年度〜令和 2 年度） の総括
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企画する必要があり ます。 そのためには、行政だけではなく 、社会教育関係団体、学校、

NPO、 ボランティ ア団体、 企業などの多様な主体が連携・ 協働し 、 学習機会の提供を行

う こと が必要です。

〇学んだ成果を活動に活かす仕組み

　 本市における「 生涯学習意識調査」 の結果から 、 学んだ成果を活かし た地域活動や社

会貢献の意欲は、「 すでに活かし ている」 の割合が約 4 割、 次いで「 機会があれば活か

し たい」 と の回答が約 3 割です。

　 この「 機会があれば活かし たい」 約 3 割の人を地域活動等につなげるこ と で、 地域を

支えてく れる人材を増やすこ と になり ます。 そのため、 学んだ成果を活動に活かす仕組

みが必要です。

（ ２ ） 課題を解決できる人材・ 地域を支える人材の発掘・ 育成が必要

　 個人や社会が抱える問題が多様化・ 複雑化する中で、 市民には自ら の課題を自ら の力で

解決できる力や、 主体的に地域が直面する様々な課題の解決を担う こ と のできる力が求め

られています。 様々な学びや活動を通し て課題解決力を育み、 地域を支え活躍できるよう

な人材を発掘し 育成すること が必要です。

　 また、 この人材の力を活用し 、 地域が直面する様々な課題の解決のための活動につなげ

る人材の発掘・ 育成が必要です。

【 具体的な課題】

〇地域活動をリ ード する人材の発掘・ 育成

　 地域には様々な得意分野を持っ た多様な人材が存在し ています。 それら の人々を発掘

し 、 周り の人々が支え、 誰かに強制さ れるのではなく 、 緩やかにつながり 、 協力し 合い

ながら 活動し ていく こ と で、 地域が活性化さ れます。 このよう な活動をサポート し なが

ら 柔軟に連携さ せ、 地域をまと めていく リ ーダーの発掘・ 育成が必要です。

〇学びと 活動をつなぐ 人材の発掘・ 育成

　 本市における「 生涯学習意識調査」 の結果から 、 学んだ成果を地域活動等に活かすた

めに必要なこと は「 学んだ人と 地域の人をつなぐ マッ チング」 と 回答し た割合が最も 高

く なっ ています。

　 学んだ人と 地域の人をマッ チングするには、 それぞれをコーディ ネート する人材の発

掘・ 育成が必要です。

（ ３ ） 地域におけるあら ゆる世代や関係機関によるつながり づく り が必要

　 地域のコミ ュニティ 意識の希薄化が指摘さ れている中で、 高齢者やひと り 親家庭等が地

域から孤立するこ と のないよう 、 子ども から 高齢者まで多世代による交流や、 人と 人や関

係機関のつながり づく り が求められています。

　 また、 核家族化や共働き世帯の増加、 子どもや家庭を取り 巻く 環境が変化する中、 次世



-41-

-第２ 章　 北九州市の生涯学習を取り 巻く 現状と 課題 -

代を担う 子ども たちが安心し て育つ環境をつく るため、家庭・ 地域・ 学校の連携が必要です。

【 具体的な課題】

〇人と 人と のつながり による仲間づく り

　 地域コ ミ ュ ニティ における住民同士のつながり や結びつきの希薄化は、 地域での目配

り や見守り が手薄になるこ と による治安悪化や住民の孤立をも たらすと と も に、 地域の

防災力の低下にも つながり ます。

　 市民がと も に学んだり 、 学んだ成果を活用し 、 活動し たり すること で、 生涯学習を通

じ て、 人と 人と がつながり 、 絆を育むこと が必要です。

〇シビッ クプライド の醸成

　 高齢化の進展や共働き世帯の増加等による自治会の役員のなり 手が不足し 自治会加入

率の低下し ている中、 子ども の頃から 、 地域の歴史、 文化、 地域の方々と のつながり を

感じ る機会をつく るこ と で、 将来は、 自分が地域づく り の担い手と し て貢献し たいと い

う 、 地域に誇り や愛着を持てるよう な機会をつく るこ と が必要です。

　

〇家庭・ 地域・ 学校の連携

　 地域と のつながり の希薄化により 、 保護者が身近な人から子育てを学んだり 助け合っ

たり する機会の減少など、子育てや家庭教育を支える環境が変化し ています。 このため、

多様化する家庭環境に対し 、 地域全体で家庭教育を支えるこ と が求められます。 また、

家庭や地域と 学校と の連携・ 協働を進めるこ と で、 家庭・ 地域の教育力を向上さ せるこ

と が必要です。

〇子ども が成長し ていく 上でのつながり づく り

　 地域と 子どもに関する環境の変化では、 市内の子ども会の加入者数と 加入率が低下し

ています。 子ども 会をはじ めと する青少年育成団体においては、子ども 同士のみならず、

多様な年齢、 多様な立場の人と の関わり を通し 、 コミ ュニケーショ ンを積み重ねて得ら

れる人間関係、 信頼関係を築いていく と いっ たこ れからを生きる子どもにと って大切な

経験が得られます。 今後は、 地域住民や地域の多様な機関・ 団体等が連携し た世代間交

流や体験活動を促進する必要があり ます。
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１ . めざ す本市の生涯学習社会と 目標

　 本市の基本構想・ 基本計画（「 元気発進！北九州」 プラン） では、「 人づく り 」 をまちづく

り の基本方針の第一に掲げ、 その具体的な取り 組みと し て、 生涯学習を通し て、 多様な人材

育成と 住民主体のまちづく り を進めること と し ています。

　 こ れを受け、 平成 23 年度から 5 ヵ 年を計画期間と する「 北九州市生涯学習推進計画」 を

策定し まし た。 策定以降、 市民を取り 巻く 様々な社会環境の変化を受けて、 平成 28 年度か

ら 新たに「 市民が学び、 つどい、 まちは輝く 。 地域から学びの環を広げよう 」 を計画の目標

に定め、 5 年間、 生涯学習の総合的・ 体系的な推進を図っ てきまし た。

　 市民の学習活動は、 新し い可能性を見つけ、 新たな自己を発見すると いう 喜びを与えるも

のです。 市民一人一人が、 生涯にわたって、 学び、 活動するこ と の楽し さ や喜びを感じ 、 こ

れを仲間と 共有するこ と は、 家庭や地域を生き生きと 活気あふれるものにし 、 社会の活力を

維持・ 増進するものです。

　 一方で、 人口減少や少子高齢化をはじ めと する多様な課題の顕在化や、 急速な社会環境の

変化を受け、 今後、 地域社会においては、 住民主体でこれらの課題や変化に対応すること が

求めら れています。 また、 地域固有の魅力や特色を改めて見つめ直し 、 その維持発展に取り

組むこ と が期待さ れています。

　 こう し た状況の中、 住民相互のつながり の形成を促進するこ と に加え、 地域の持続的発展

を支える仕組みをつく るため、市民一人一人の生涯にわたる学びを支援する必要があり ます。

　 行政が行う 「 生涯学習の推進」 と は、「 多様なニーズに対応し て、 市民が生涯にわたって、

あらゆる機会にあら ゆる場所において学習すること ができるよう 、 またその成果を活かすこ

と ができるよう 支援するこ と 」 です。 市民の生涯学習を推進し 、 個人のより よい生きがいづ

く り や生活づく り 、 また、 暮ら し やすい地域社会づく り につなげていく ため、 関係機関と 連

携し た各種事業の実施や情報の提供はもと より 、「 学び」 と 「 活動」 の機会の充実、 市民が

学んだ成果を活動に活かすこと で新たな課題を発見し 、 その課題を解決するために更に学ぼ

う と いう 学びと 活動の循環につながる仕組みを構築し ます。

　 このよう な状況を踏まえ、 本市のこ れからの生涯学習社会の姿を描いたう えで、 本市のめ

ざす計画の目標を次のと おり 定めまし た。 　



-43-

-第３ 章　 生涯学習のこ れからの方向 -

【 イメ ージ　 循環型生涯学習社会】

（ １ ） めざす生涯学習社会の姿

●市民一人一人が、 生涯にわたるあらゆる段階や場面において、 自分に適し た手段・ 方

法を選択し 主体的に学習に取り 組み、 学んだ成果を行動に活かす人が地域社会に多く

存在する社会

　（ 循環型生涯学習社会）
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●地域が抱えている多様かつ複合的な課題により 効果的に対応するため、 行政だけでは

なく 自治会、 まちづく り 協議会等の地域団体、 社会教育関係団体、 学校、 Ｎ Ｐ Ｏ 、 ボ

ラ ンティ ア、 企業などの地域社会のさ まざまな組織が、 それぞれの強みを活かし なが

ら 共に支え合い高め合う ネッ ト ワーク が形成さ れ、 地域の活力が高まった社会

　（ ネッ ト ワーク 型生涯学習社会）

【 イメ ージ　 ネッ ト ワーク 型生涯学習社会】
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●地域の様々な市民や団体が継続的に子ども の健やかな成長・ 発達に関わり 、 子どもと

大人たち全てが共に学び合い、 支え合い、 高め合う 。 また、 子どもたちが安心し て活

動できる居場所づく り を進め、 こ れからの時代に必要な力や、 生まれ育っ た地域や本

市への愛着や誇り を子ども たちに育む。 そう し た環境の中で子どもたちが将来の地域

の担い手と なる社会

　（ 次世代育成型生涯学習社会）

【 イメ ージ　 次世代育成型生涯学習社会】
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２ . 基本方針と 施策の視点

　 こ の目標を実現するため、「 第 3 期教育振興基本計画（ 平成 30 年 6 月）」 や「 中央教育審

議会答申（ 平成 30 年 12 月）」 等を踏まえた新たな視点から 4 つの基本方針を定めます。 ま

た、 生涯学習施策の実施にあたっ ては、 次の 8 つの視点を基に、 今後展開し ていく 施策を 3

つの柱に沿って推進するこ と と し ます。

（ １ ） 基本方針

　 ●人生 100 年時代を豊かに生きるための生涯学習社会づく り

　 ●「 学び」 と 「 活動」 が循環する生涯学習社会づく り

　 ●多様な主体のネッ ト ワーク による生涯学習社会づく り

　 ●子ども の成長への関わり を通し て ｢ 家庭 ｣ や ｢ 地域 ｣ の力が高まる

　 　 生涯学習社会づく り

（ ２ ） 施策の視点

　 ●きっかけづく り

　 　 より 多く の人が学びの場と 活動の場に一歩踏み出すきっかけをつく り ます。

　 ●人づく り

地域課題の解決に向けた学習活動の成果を地域活動、 ボラ ンティ ア活動等に活かす人材

を育成し ます。

　 ●つながり づく り

学びや活動に参加すること で、 共に学ぶ・ 活動する仲間が生まれます。 特に、 地域では

住民同士の仲間意識や絆を強めていきます。

　 ●地域づく り

学びを通し て地域課題に対する住民の関心を高めると と も に、 住民同士の結びつきを強

め、「 住民主体のまちづく り 」 を推進し ます。

　 ●ネッ ト ワークづく り

地域団体や社会教育関係団体、 学校、 NPO、 ボラ ンティ ア、 企業などの多様な主体が課

題に応じ て、連携・ 協働し 、お互いの強みを活かし 、より 効果的に生涯学習を推進し ます。

　 ●多様性への対応

市民一人一人の個性や多様な生き方、 主体性を大切にし ながら 、 全ての人が学習できる

機会や環境を提供し ます。

（ ２ ） 計画の目標

市民が学び、 つどい、 まちは輝く 。 学びと 活動の環を広げよう 。


